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【手続補正書】
【提出日】平成30年12月10日(2018.12.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　患者の線維症を治療するための薬剤の製造のための、以下の構造
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【化１】

を持つ（Ｒ）－１－（３－（４－アミノ－３－（４－フェノキシフェニル）－１Ｈ－ピラ
ゾロ［３，４－ｄ］ピリミジン－１－イル）ピペリジン－１－イル）プロパ－２－エン－
１－オンの使用であって、繊維症は移植片対宿主病（ＧＶＨＤ）に伴わない、使用。
【請求項２】
　前記線維症は肝臓、肺、膵臓、腎臓、骨髄、心臓、皮膚、腸または関節に発症する請求
項１に記載の使用。
【請求項３】
　前記線維症は肝臓に発症する請求項１に記載の使用。
【請求項４】
　前記線維症は肺に発症する請求項１に記載の使用。
【請求項５】
　前記線維症は膵臓に発症する請求項１に記載の使用。
【請求項６】
　前記患者は肝硬変、慢性膵炎、嚢胞性線維症、またはがんに罹患している請求項１に記
載の使用。
【請求項７】
　前記がんは固形腫瘍がんである請求項６に記載の使用。
【請求項８】
　前記固形腫瘍がんは、肛門がん、虫垂がん、胆管がん、膀胱がん、脳腫瘍、乳がん、子
宮頸がん、大腸がん、原発不明がん（ＣＵＰ）、食道がん、目がん、卵管がん、腎臓がん
、肝がん、肺がん、髄芽細胞腫、黒色腫、口腔がん、卵巣がん、膵がん、膵管腺癌、副甲
状腺疾患、ペニスがん、下垂体性腫瘍、前立腺がん、直腸がん、皮膚がん、胃がん、精巣
がん、喉頭がん、甲状腺がん、子宮がん、膣がん、及び外陰がんから成る群から選択され
る請求項７に記載の使用。
【請求項９】
　前記固形腫瘍がんは膵がんである請求項８に記載の使用。
【請求項１０】
　前記膵がんは膵管腺癌である請求項９に記載の使用。
【請求項１１】
　患者の膵がんを治療するための薬剤の製造のための、以下の構造
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【化１】

を持つ（Ｒ）－１－（３－（４－アミノ－３－（４－フェノキシフェニル）－１Ｈ－ピラ
ゾロ［３，４－ｄ］ピリミジン－１－イル）ピペリジン－１－イル）プロパ－２－エン－
１－オン及びゲムシタビンの組み合わせの使用。
【請求項１２】
　前記膵がんは膵管腺癌である請求項１１に記載の使用。
【請求項１３】
　ゲムシタビンのみを投与する場合と比較して患者の生存期間が増加する請求項１１に記
載の使用。
【請求項１４】
　膵臓線維症が減少する請求項１１に記載の使用。
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